
　
右
は
高
さ
五
間（
後
方
部
高
さ
９
メ
ー
ト
ル
）、山
の
頂
上
は
八
間（
１
５
メ
ー
ト
ル
）四

方
で
、北
か
ら
南
へ
の
地
形
は
二
十
一
間（
後
方
部
長
さ
３
８
メ
ー
ト
ル
）、東
か
ら
西
へ
の

地
形
は
二
十
五
間（
後
方
部
幅
４
５
メ
ー
ト
ル
）、前
へ
出
る
よ
う
に
築
い
た
十
五
間（
前
方

後
方
墳
の
く
び
れ
部
長
さ
２
７
メ
ー
ト
ル
）、前
か
ら
横
方
向
に
築
い
た
土
手
が
長
さ
十

三
間（
前
方
部
幅
２
３
メ
ー
ト
ル
）。

　
こ
の
塚
を
五
尺（
１・５
メ
ー
ト
ル
）掘
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、五
寸
二
分（
直
径
１
５・８

セ
ン
チ
）の
鏡
、か
ぶ
と
の
破
片
、よ
ろ
い
の
破
片
十
六
、折
れ
た
刀
が
十
五
、こ
の
他
に
陣

ナ
タ
の
よ
う
な
も
の
が
二
つ
あ
っ
て
ホ
コ（
ヤ
リ
）の
よ
う
に
も
見
え
る
。高
杯
が
四
つ
あ
っ

て
高
さ
が
四
寸
五
分（
１
４
セ
ン
チ
）で
下
に
三
寸
五
分（
１
１
セ
ン
チ
）の
台
が
つ
き
、鉢

の
直
径
が
八
寸（
２
４
セ
ン
チ
）。塚
の
頂
上
か
ら
五
間（
９
メ
ー
ト
ル
）掘
り
下
げ
て
、四

尺（
１・２
メ
ー
ト
ル
）ほ
ど
の
鉄
の
ス
ア
マ（
意
味
不
詳
）の
よ
う
な
器
が
あ
る
。五
尺（
１

・５
メ
ー
ト
ル
）四
方
で
、そ
の
内
側
に
漆
の
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ね
り
土
の
や
わ
ら
か
い
も
の
で
積
ん
で
あ
る
。そ
の
中
に
ま
た
鉄
の
器
が
あ
っ
て
長
三
尺（

９
０
セ
ン
チ
）で
、横
幅
は
一
尺
八
寸（
５
４
セ
ン
チ
）、こ
れ
は
墨
で
漆
を
ね
っ
た
土
を
積

ん
で
あ
る
。そ
の
中
に
一
尺（
３
０
セ
ン
チ
）四
方
ほ
ど
の
茶
ク
リ（
意
味
不
詳
）が
あ
っ
て
、

そ
の
中
に
水
が
あ
る
。つ
き
だ
し
た
土
手（
く
び
れ
部
）横
土
手（
前
方
部
）か
ら
花
瓶（
土

師
器
の
壺
形
土
器
）が
出
土
し
た
。

　
右
の
塚
を
掘
り
ま
し
た
時
、武
茂（
現・那
珂
川
町
馬
頭
）の
地
蔵
院
に
お
願
い
し
て
、（

発
掘
す
る
前
の
）地
鎮
祭
を
し
た
の
は
申（
さ
る
）の
二
月
十
三
日
で
あ
る
。十
六
日
に
作

業
員
を
出
し
て
発
掘
し
た
。こ
れ
は（
那
珂
川
の
）川
上
に
あ
る
塚
で
、こ
の
塚
を
世
間
で

は
下
侍
塚
と
申
し
伝
え
て
い
る
。こ
れ
を
車
塚
と
呼
ん
で
い
る
。続
け
て
造
っ
て
あ
る
土
手

（
前
方
部
）に
高
さ
九
寸（
２
７
セ
ン
チ
）、径
一
尺（
３
０
セ
ン
チ
）、壺
の
途
中
が
く
び
れ
て

い
て
周
囲
が
一
尺
四
寸
五
分（
４
４
セ
ン
チ
）あ
る
花
瓶(

土
師
器
壺
形
土
器
）が
出
た
。
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